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荒井茂雄展

「何
D o k o e …

処へ…」　古田恵美子展同時
開催

〒 389-0406　東御市八重原 935-1　TEL 0268-61-6161  FAX 0268-61-6162
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水村喜一郎美術館

〒 389-0406　東御市八重原 935 − 1
TEL 0268-61-6161、 FAX 0268-61-6162、 umenokinen@ueda.ne.jp
入 館 料：800 円（高校生以上）　15 名以上の団体　700 円
開 館 時 間：午前 9 時から午後 5 時（4 時 30 分までにご入館下さい）
休 館 日：4 月 14、21、28 日　5 月 7、12、19、26 日　6 月 2、9 日

「思い出ボックスアート」を作ろう！
こんな人にオススメ！

・子供が小さい時の衣類やおもちゃを大切にしまってある。
・ゴミと言われても、思い出があって捨てられないモノがある。
・わたしの愛は偉大なのだと、言わずに伝えたい。

こういう人もぴったり！
・なにげに他人に見せたいモノがある。

捨てる神あれば…

　私たちの生活はモノであふれています。それらのどれ
もこれも人間の日々の営みに適するように作られ、機能・
役割が与えられ、モノたちは、日々それを果たすことで
私たちの暮らしに役立っています。しかし、モノが旧く
なりあるいは壊れると、それは役立たない不用品とされ、
廃棄物として捨てられます。それがモノの命のさだめ…
のはずなのですが、ここで「待て！」と登場するのが荒
井茂雄先生という「拾う神」なのであります。

　荒井ワールドを覗いてみましょう。不思議な、そして
驚きの世界が展開します。数々のニヒルな表情あるいは
ユーモラスな仕草で語りかけてくるのは、どれも棄てら
れたはずのモノたち。その死にかかっていたものたちが、
かつての社会の属性から解き放たれ、「拾う神」によって、
アートの中で新たな役どころを与えられ、今、活き活き
と呼吸しているのです。耳を澄ませば、モノたちの呟く
声が聞こえてきそうです。

　「万物は活かしあうために存在している。私もその中
の一人。様々なモノやカタチを私の世界でどのように生
かすか、生かせるか、生かせたか。活き活きと生かせた
ときに私の作品は完成する」――荒井先生の言葉です。
そこには大いなる哲学があります。生命観、宇宙観があ
ります。己れを活かす――その思想があればこそ 90歳
を過ぎて今もなお、制作意欲は衰えることを知らないの
でしょう。

（東御市梅野記念絵画館館長　佐藤　修）

6. 宇宙の風景　2011 年
7. かたち A-2　2009 年
8.2008 年の前進　2008 年
9. 花と雲　1974 年
10. 瞑想　2002 年
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1. ウルトラ D1　2012 年
2. 見えかくれの詩　2010 年
3. ウルトラの花 A　2012 年
4. 悟り　2010 年
5. 私は貝になりました　1993 年

娘の赤ちゃんの頃のおもちゃ、洋服…　
思い出もあるけど、整理しないと…。

そうだ！　いちばん思い出ある
ものをボックスアートにして、
あとは整理しよう。

大人になったある日
母からの贈り物

おかぁさん…
ありがとう

幸せになるんだよ…

たとえば… ボックスアート劇場「母の愛」編

（目元がそっくり）

■2014 年イベントスケジュール　※変更となる場合もございます。

5/18（日）	 13:30 〜　古田恵美子展ギャラリートーク
6/22（日）	 14:00 〜　横井弘三展ギャラリートーク
7/26（日）	 木雨忌
8/23（土）	 スケッチ大会&アートチャレンジ
10/11（土）〜12（日）			火のアートフェスティバル（当館一帯）		
●上記以外のイベントについては、ＨＰや今後の印刷物で随時お知らせ致します。

背景に絵を描いたり
写真を貼ったり
色を塗ったり

5月 10日（土）　13 時〜 16 時前後
5月 11日（日）　			9 時〜 12 時前後
申込　0268-61-6161 ／ umenokinen@ueda.ne.jp　各回15名

参加費　1,500 円
*大きさにより若干プラス


